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⑸ 「経済活性化」の戦略
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「少子高齢化」が進む中、若者の大都市への流出で、地方は
確実に「消滅」へと歩みを進めている

なぜ東京へ人が流れてしまうのか？

地方が再び賑わいを取り戻すことはできるのか？

などの疑問が生まれた



「人口」に着目

東京一極集中化の原因を分析

人を呼び込む・経済発展の戦略

地方創生への道筋を明らかにする
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将来人口動向：「三つの減少段階」

65歳以上 総数 15～64歳 0～14歳

(備考)
国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
(平成24年1月推計)より作成





①出生率低下による少子化 (自然減)

②人口流出 (社会減)











①高度経済成長期 (1960～1970)・・・若者の都会への集団就職

②バブル期 (1980～1993)・・・都会のサービス業、金融業の成長

③2000年以降・・・地方の経済、雇用環境の悪化



労働賃金が低いなどの

「所得格差」

やりたい仕事がないなどの

「雇用情勢」
仕事を求めて上京

(若者を中心に)



若者は「人口再生産能力」を持つ

若者を失う≒人口減少

出生率向上のためにも若者の存在が必要

「若者の流出」を止めること＝「少子化対策」







①大学や専門学校などへの「入学」

• これらの時期を人を呼び込む好機として捉え、
対策を考える

②最初の「就職」













イベントをたくさん開催して
集客をする？

政府からの交付金をたくさん
もらう？



政府補助金

地方物産イベント

主要都市の大手代理店

・最終的にお金は都市へ流れていく

・飽くまでも認知向上の手段

・一発逆転の事業ではなく、恒常的に
黒字経営できる事業を

(お金の流れ)











全国どこにでもあるような街にしない

わざわざ旅費を出しても行きたくなるような場所

地域の特徴を活かしてオリジナリティを生み出す









・地方衰退は日本全体に関わる問題

・一極集中化には雇用問題が関係している

・出生率向上には若者がカギ (魅了して地方へ誘致)

・地元の特徴を活かし、オリジナリティを生み出すことが魅力につながる






